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性

乾燥性(シマリ) 0 0 付着性 0 0
メタリック吹きムラ 0 0 物理性 O 0
メタリック戻リムラ 0 0 塗

膜

mr水忙 0 0
ボカシ易さ 〔〕 0 耐ガソリン性 ● 0
とまり 0 0 性

能

ツヤ退け 0 0
磨き易さ ● 〇 ツヤ埼ち 0 0
テープ跡 △ 0 ワレ 0 0

仕

ト

詞色性(メタリック方向性) 0 ヤケ 0 0
をリツヤ 0 0

(製品概要)

高級Ⅲの塗装に最適 加 速度応形アクリルギリオール(ペース)と無喪
変形ポリイツンアイート(口化|いを生成分としたせ速l_7レ紅ウレタン
村脂埜||

〈特長)

1真 学なた肌  2刑 色がな場. 3持 民的なFl久担t.

塗り肌
一
 般 0 0

が

り

高  級 0 0

層きツヤ つ 0

肉持ち 0 ③

馬補修性(チチミ) 0 0

塗膜性能比較

使用方法

或 ― J

整料ベース
 lo:1  硬 化剤

|)に lrに耐景し ,ケ 批rlしてからあ使いくださいち
2)孤 化剖が多いと乾焼がなくなり 少 ないととは性能が 十分
にすむ押できません.
1)破 化刺 よ午気Jの 水分とも反応 しM化 しますので 使 用後
はただちに“出し 布 晴所に保管してください

。田 ヒ剤配含畳のと言

臼!壼区雪吊が市弱間
セ

16時間以内 8時間以内 5時間以内

液温lo℃ 液温20℃ 液温30℃

EI M車

M化 11をrtスしたものは 可 使時 削以内に使いきってください タ ル
化や4VJ格していない状態でも す でに同部的な反応が進んでいますので
塗順次賄の原円となります 尚  原 色によ って十ま上紀より苫十短いも
のがあります。

1)■ 去条件 !131ホワイトを使用 峡 序70″

2)甘 F打えの価知 岐 |, と 色 江 度 帆 連 シ ンナーのタイプなど
の語条十卜で変わります.ノr記はあくまでも参考忙tです.
3)レ タンPC86]を 塗栄後 キ ズいの打加夕でラッ"― 系本テやブラす
フを4去 する場合 あ るいはライン,き  文 字沓き争にランカ~

予た音ュr】 手吉| , F附 |をご 二饗 主農 す

つて  ψ

l)フ ァンタックは 完 全"化 後にご使用くださぃ

*ボ カン時のヨン′ヽウントをと可t旨時い1は 次 の通りです.
10で 24111b1   30C 6R+■

20で 16FI“    60で  40分

5)( )は 硬化剤速化形

|

1, レインPCン ンナーをお使いください。
2)オ 記のよはあくまでも一例です。話条件 (特にR迷 )に よって変
動しますので ご 留意くださti

3)」 カヽシぎォっのミストは レ インP6■ "シ レベリンダ剤 (または,
タンPCi"シ 用シンナー)を Hlいてなじませてください.
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4)特 にネ発速にを運くしたい“ヤは レ タンPCノ ンプラをシンナーに
対してlo%以 対添加してくださt、

×部分柿l‐ ド アバーッlt/以内
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